
（様式２） No.１ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成25年５月30日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

経済部 産業振興課

付議区分 審 議

付議事項 「第２次つくば市産業振興マスタープラン」の策定について

事案要旨 １ 趣旨

つくば市産業振興マスタープランは，つくば市が取り組む産業施策の方向

性と実現方策をまとめたものである。これまで，平成15年度に策定した「産

業戦略ビジョン」，平成20年度に策定した「つくば市産業振興マスタープラ

ン」と，５年毎にその時々の経済状況等の変化に即したものに見直してきて

いる。

第２次つくば市産業振興マスタープランは，これまで実施してきた施策の

成果や課題を総括し，また，「つくば国際戦略総合特区」の指定を踏まえ，

より一層の地域経済の循環と財政基盤の充実を図るよう策定する。

２ パブリックコメント実施結果

（１）意見募集期間：平成25年４月10日～５月９日（30日間）

（２）提出された意見数：０件（原案の修正なし）

３ 今後の予定

パブリックコメント実施結果及び本計画を，本庁舎１階情報コーナー，各

窓口センター，各交流センター，市ホームページ及び広報つくばにおいて公

表する。



（様式２） No.２ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見2( )

平成25年５月30日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

市長公室 つくば市東京事務所

付議区分 予 定

付議事項 荒川区立小学校によるつくば市への校外学習の実施について

事案要旨 １ 事業内容

荒川区立プラネタリウム館の老朽化による閉館に伴い，荒川区立小学校

４年生のプラネタリウム学習が，友好交流都市であるつくば市のつくばエ

キスポセンターで実施されることになった。併せて，ＪＡＸＡ筑波宇宙セ

ンターなど，市内の施設も見学する。

２ 目的

友好交流都市である荒川区の小学生につくばエキスポセンターのプラネ

タリウムやＪＡＸＡ筑波宇宙センターなどを見学していただくことで，

「科学の街つくば」をＰＲする。

３ 参加対象者

荒川区立小学校24校の小学４年生 約1,370名 及び引率教員

４ 実施場所

つくばエキスポセンター及び市内研究施設など

５ 実施期間

平成25年６月から平成26年３月まで各校ごとに実施

必要性 教育カリキュラムの一環として，荒川区立小学校の児童につくば市へ来て

効 果 いただくことで，つくばが身近に感じられるようになる。つくばエキスポセ

課 題 ンター等の見学を通して，「科学の街つくば」の魅力を伝えることで，再訪

評価等 が期待でき，誘客や定住の促進につながる。

添付書類等

意 見

結 果



（様式２） No.３ 公 開 ○可 ・ 否

公開時期 ○1 庁議後の記者会見 2( )

平成 24年 ５月 30日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

市民部 国際・文化課

付議区分 予 定

付議事項 マラウイ共和国へのリサイクル用自転車贈呈式について

事案要旨 アフリカのマラウイ共和国にリサイクル用自転車を寄贈するに当たり，贈呈

式を開催する。

１ 目 的 マラウイ共和国に寄贈することで，国際的な社会貢献に寄与する

ものである。

２ 日 時 平成25年６月24日（月）13：30～14：00

３ 場 所 市長応接室

４ 内 容 リサイクル用自転車約60台をマラウイ共和国に贈呈する。

５ 出席者 ルーベン・ングウェンヤ特命全権大使，市原健一市長，

小玉喜三郎つくば市国際交流協会理事長，JICA筑波 ほか

《経緯》

昨年８月，同共和国ングウェンヤ駐日大使がつくば市を訪問した際，自国物

資が不足しているため，再利用できる物品（自転車･車輌・コンピュータ等）

があれば譲り受けたい旨の要望があった。これを受けて，再利用することにな

る市内放置自転車をまとめ，大使出席のもと寄贈する。

《マラウイ共和国・大使について》

・アフリカ大陸南東部（内陸）に位置するイギリス連邦加盟国(1964年独立)。

主な産業は農業で近年高い経済成長を示す。

・ングウェンヤ特命全権大使はダービー大学（イギリス）で経営戦略修士号取

得。政府内で要職に就くかたわら，ムズズ大学で上級講師を務めた。

・市内在住のマラウイ出身外国人は３名（留学生２名，ほか１名）。



（様式２） No.４ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成 25年５月30日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

環境生活部 環境都市推進課

付議区分 予 定

付議事項 「第２回つくば環境スタイルサポーターズの集い」開催について

事案要旨 １ 趣 旨

平成24年３月の発足時に掲げた組織のイメージは，誰もが「気軽に，自由

に，自主的に」活動することである。今回のサポーターズの集いは，参加者

が身近に感じ，気軽に楽しく活動できる内容を提示して，会員が自主的に活

動する意識を醸成することを目的に市庁舎を利用して開催する。

２ 日 時 平成25年６月14日（金）13時～15時30分

３ 場 所 市庁舎 屋内及び屋外

４ 参加人数 500人を想定（サポーターズ個人会員，事業所会員）

５ 参加要件 サポーターズ会員（当日入会可）

６ 内 容

（１）グリーンカーテン用ゴーヤの育て方教室（農研機構・野菜茶業研究所）

（２）エコ・クッキング講習会（筑波学園ガス株式会社）

（３）セグウェイ体験（科学技術振興課）

（４）自転車ＤＥ発電（国立環境研究所）

（５）サポーターズ事業所会員の環境活動ＰＲ

（６）グリーンカーテンキャンペーン参加者へゴーヤの苗配布



（様式２） No.５ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成25年５月30日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

環境生活部 環境都市推進課

付議区分 予 定

付議事項 「つくば市環境都市の推進に関する協定締結式」の開催について

事案要旨 １ 目的

「つくば環境スタイル」の推進及びそれに関連する環境に配慮したまちづ

くりに寄与する。

２ 予定日時 平成25年６月24日（月）午後２時30分～午後４時

３ 会場 つくば市役所 ２階202会議室

４ 締結者 つくば市・研究機関・国立大学等22の機関で調整中

５ 協定内容

（１）市は，各研究機関や大学等の研究などに協力し，その成果について普

及啓発に努めること。

（２）各研究機関や大学等は，市が推進する環境に配慮したまちづくりに協

力し，低炭素社会の構築に向けた知の創出に努めること。

《 経 緯 》

これまで市・県・ＵＲ及び６研究機関で協定を結び，つくば環境スタイルの

推進に当たってきたが，３月に締結期間満了を迎えたことから，締結機関を増

やし，新たな協定を締結するものである。



（様式２） No.６ 公 開 可 ・ 否

公開時期 1庁議後の記者会見 2( )

平成 25 年５月 30 日

庁 議 付 議 事 案 書 部・室・局・（課）名

国際戦略総合特区推進部 スマートシティ推進課

付議区分 報 告

付議事項 「国際戦略総合特区及び環境モデル都市推進本部」及び「環境モデル都市推進

プロジェクト会議」の設置について

事案要旨 庁内の横断的連携強化のため「国際戦略総合特区及び環境モデル都市推進本

部」を設置し，その下に「環境モデル都市推進プロジェクト会議」を設置し

た。

１ 国際戦略総合特区及び環境モデル都市推進本部

(1) 目的：国際戦略総合特区及び環境モデル都市推進体制の強化

(2) 構成：市長（本部長），副市長，教育長，各部長等

２ 環境モデル都市推進プロジェクト会議

(1) 目的：環境モデル都市施策推進のための庁内の総合調整

(2) 構成：国際戦略総合特区推進部次長（リーダー），関係各課長等

３ 本年度活動予定

国際戦略総合特区施策の総合調整

環境モデル都市アクションプラン策定（12月に国に提出予定）と施策の推

進


